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   The report deals with a case of crossed ectopic kidney with fusion in a 57—year-old man. 

Urograms demonstrated that the inferior pole of the right kidney overlapped on the superior pole 

of the left kidney which was mislocated to the right, and that the pelvocalyceal systems of each 

kidney faced in opposite directions without dilatation. Exploration was not carried out. The 

translumbar aortography revealed two renal arteries which arrised from abdominal aorta and 

left common iliac artery, and got into the sigmoid contour. Peripheral vascular pattern on the aor-

togram led us to classify the condition as fused. No secondary disease was present.

1緒 言

交叉性 腎変位 は稀 な先天 性腎奇形 で,腎 が正

中線 を越えて反対側 に偏位 し,そ れ に附属 す る

尿管 が脊椎 と交叉 してい るような腎 の先天的 な

位置 異常 を指 し,融 合性 と非融合性 の場合が あ

る.

著 者 らは開腹手術 が出来 なか ったため診断が

確定 しなかったが,腎 孟撮影,大 動脈撮影等か

ら融合性 交叉性腎変位 と考 えた1例 を経験 した

ので報告 する.

II症 例

症例:57才,男 子,無 職.

主訴:右 下腹部腫瘤.

家族歴:特 記すべきものな し.

既往歴:23年 前,湿 性胸膜炎,9年 前,右 大腿骨髄

炎,1年 前,胃 潰瘍の診断のもとに胃部分切除術を受

けている.

現病歴 ・約3年 前より頻尿を 訴えるようになった

が,血 尿,尿 凋濁,排 尿痛,排 尿困難等の尿路症状に

は気付いていない.昭 和40年4月 胃潰瘍の診断のもと

に胃部分切除術を受け,そ の後,全 身倦怠感,腰 痛,

下腹部痛が起り,同 年末頃より右下腹部に腫瘤を触れ

るようになった.胃 腸症状,黒 色便等をきたした こと

はない.現 在は頭重感,軽 度の下腹部鈍痛,頻 尿を見

るのみである.

現症:体 格は中等度で,栄 養はやや低下 していて,

黄疸はないが貧血状である.胸 部は聴打診上異常を認

めない.腹 部は剣状突起から膀にかけて正中手術創を

見る他には視診上変化はない.肝 を僅かに触れるが脾

は触れない.膀 の右に小児頭大の球状,弾 性硬で表面

は比較的平坦で,両 手的に触知しうる腫瘤を認め,こ

れは右腎と連なるようで右腎とともに呼吸性に移動す

る.左 腎は触れない.そ の他には理学的所見に異常は

ない.表 在性 リソパ腺の腫脹も認めない.血 圧は134/

86で あった.

入院時検査成績:表1の ごとくである.

膀胱鏡検査:軽 度の肉柱形成を認め,左 尿管口が高

位に開口して,三 角部が不整であった他には異常はな

く,青 排泄試験は両側とも正常であった.

レ線学的検査:胸 部単純には異常所見はなかった .

腹部単純(図1)で は左尿管口に挿入した尿管カテー
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表1LaboratoryData.
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尿管はこのため右方に圧排されている.排 泄性腎孟撮

影(図3)で も同様な所見を示し,上 下両腎とも排泄

は良好であった,経 腰的大動脈撮影(図4)で は大動

脈からでる右腎動脈と左総腸骨動脈からでる交叉腎に

入る腎動脈の2本 が認められ,こ れらの末梢血管の状

態より,融 合性腎変位で,S型 腎に分類されると推測

された,
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テルは右上方に走 り,右 腎部に至っている.左 腎部に

は腎輪廓像は認められない.逆 行性腎孟撮影(図2)

では左尿管は背椎を横切って右方に走り,回 転異常を

伴った拡張のない腎孟腎杯系が2つ 上下にならび,右

皿 考 按

腎 は 比 較 的 先 天 性 奇 形 の 多 い 臓 器 で あ る が,

交 叉 性 腎 変 位 は 珍 ら し い 奇 形 の 一 つ で あ る.そ

の 頻 度 は 形 成 不 全 腎 の8分 の1,馬 蹄 鉄 腎 あ る

い は 骨 盤 腎 の5分 の1で あ る43)

本 症 の 報 告 は1654年 のPanarolusに 始 ま る と

い わ れ て い る.そ の 後,比 較 的 最 近 で はDay6}

(1924),Mayersii}(1936),BeerandFerber4)(1937),

Patchi3)(1937),LangworthyandDrexler9}

(1942),Harris8}(1942),Scarcellois)(1943),

ZideandMaherl8}(1943),Culps)(1944),Leeio)

(1949),Alexander3〕(1950)等 の 報 告 が あ り,文

献 の 集 録 はWilmeri7〕(1938)が286例 を,Resnick

andClarki"(1946)が383例 を,Abeshousei)

(1947)が337例 を,McDonaldandMcClellandi2)

(1957)が378例 を,さ ら にAbeshouseら2)

(1959)は そ の 後 の 報 告 を 加 え て 、433例 を 集 計

し,統 計 的 考 察 を 行 な っ て い る.本 邦 で は 森34)

(1922)のL型 腎 の 剖 検 例 が 第1例 と さ れ て い

る.高 橋 ら43)(1940)は 内 外 交 献289例 を 集 め

て い る.最 近 で は 坂 田42)(1965)が 本 邦 例40例

を,井 川 ら26)(1967)が48例 を 集 め て 臨 床 的 分

析 を 発 表 し て い る.

本 症 の 頻 度 は 剖 検 例 で は 報 告 者 に よ っ て か な

りの 差 が あ る が,市 川 ら24)(1951)に よ る と

StewardandLodge,BeerandFerber,

ShoemakerandBraashの 報 告 を 平 均 す る と

5,500例 に1例 で あ る と い う.臨 床 的 に はSmith

andOrkini6}(1946)は 泌 尿 器 科 患 者18 ,460名

中1例 で あ っ た と い う し か し 一 方 で は,Cuユp5)

(1944)は447例 の 腎 孟 撮 影 中3例 の,Resnick

andClarki4)(1946)は364例 の 腎 孟 撮 影 中2例

の 交 叉 性 腎 変 位 が 見 つ け 出 さ れ た と い う 確 か

に 排 泄 性 腎 孟 撮 影 法 の 開 発(1930)は 本 症 の 発

見 を 容 易 に し た.坂 田421に よ る と本 邦40例 の う
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ち1950年 以 前の報告は7例 で あ り,腎 孟撮影 に

よ り術前 診断 の ついた ものは3例 に 過 ぎず,

1951年 以 後 に報告 された33例 中24例 が 術前診断

され た ことと比べ る と本症 におけ る腎孟撮影法

の役割が瞭然 としてい る.

性 別 ではAbeshouseら2}は 男 子248,女 子168

と,Wilmer17)は 男子125,女 子100と 男 子 の方が

多 いが,Wilmerは 集 録症例中剖検例が多 く,剖

検 は男子が多 く行 なわれ てい るか ら,性 別 には

差 はない と述べ てい る.左 右別では左腎の右方

転位 が多 く,142:90(Wilmeri7}),248=168

(Abeshouse2)ら)と なってい る.ま た融合 お よび

非融合 の別 では352:31(ResnickandClarki")

と融 合性が多 く.同 様 にWilrneri7)は14.5%,

Lee1。)は10%,Abeshouseら2)は8分 の1が 非

融合性であった とい う.

交 叉性腎変 位は

1)Crossedectopiawithfusion

2)Crossedectopiawithoutfusion

3)Solitarycrossedrenalectopia

4)Bilaterallycr(}ssedrenalectopia

に 分 類2)さ れ,さ らにcrossedectopiawith

fusionは そ の融合 す る部位 とその形 に よって,

elongatedkidney(tandemkidney)

sigmoidkidney(S-shapedkidney)

1umpkidney(cakekidney,clumpkidney)

L-shapedkidney

disckidney

ringkidney(doughnutkidney)

等 の 名称が与 え られてい る.こ れ らの うちL型

腎は馬蹄鉄腎 との移行型 ともいえるもので,市

川 ら24jは交 叉性腎変位 のもっ とも基本的 な点 は

尿管 が脊椎 と交 叉す ることで,そ のよ うな厳密

な定義 か らすればL型 腎 は本症 の中 に入れが た

い としてい る.著 者 らが集 めえた確実 なL型 腎

は6例21・22・34・37・40・45}であ り,そ の うち腎孟 の位

置 の記載 があったものは4例21・34・37・45)であ る.

そ の4例 の全 てが変位側尿管は正 中線 を越 えて

い る.そ の意味 か らすればL型 腎 も当然融合性

交叉性腎変位 と考 えて もよい と思 う.

融 合性腎変位 の成 因については全 く不詳 であ

るが,腎 の発生 よ り推測 して1)尿 管芽 の発生

欠如 あるいは発生後 の消滅 と2)尿 管芽 と造後

腎 組 織 の 結 合 後 発 生 し た 腎 の 上 昇 阻 害 の2つ に

大 別 さ れ,種 々 な 説 明 が 提 唱 さ れ て い る.井 川

ら2β)は これ ら を 次 の よ う に 分 類 し て い る.

1。Faultydevelopmentoftheuretericbuds

(a)abnormallocationofthebuds

(b)inequalityingrowthrate

(c)abnormaldirectionofgrowth

(d)faultyrotation

2.Vascularobstructiontotheascentof

thepermanentkidneys

(a)inherentarterialbarrier

(1)bifurcationofaorta

(2)inferiormesentericarteries

(3)umbilicalateries

(b)abnormalvascu五arisationofkidney

3.Environmentalfactors

(a)rotationofintestines

(b)descentofsexglands

(c)abnormalenlargementofcaudalend

ofWo1茄anduct

(d)mechanicaldefectsinfetalpelvisor

itscontents

(e)abscenceofloosemesenchymaltissue

ondorsalaspectofnephrogeniccord

(f)medialdisplacementofkidneyby

compartmesoderm

交 叉 性 腎 変 位 自体 が 治 療 の 対 象 と な る こ とは

少 な く,先 天 性 奇 形 あ る い は 後 天 性 合 併 症 を 伴

う時 に 始 め て 治 療 の 対 象 と な る こ とが 多 い.そ

う い う意 味 で は 合 併 症 は 重 要 で,腎 の 位 置 や 廻

転 の 異 常,尿 管 の 走 行 異 常 に 起 因 す る 圧 迫,腎

血 管 の 走 行 異 常 等 に 基 く尿 路 通 過 障 害,感 染,

結 石 形 成 等 の 後 天 性 合 併 症 が 考 え ら れ る.

本 邦 症 例 を 具 体 的 に 見 て い く と,尿 管 異 所 開

口29・30・32・3G・38・46)・変 位 側 の 腎 あ る い は 尿 管 の 発

育 不 全25・32・41},膣 閉 鎖46},子 宮 附 属 器 欠 如28},双

角 子 宮3。・46)の性 器 尿 路 奇 形 や,総 腸 間 膜 症22・23},

鎖 肛20・45},指 趾 欠 如38・43}等 の 尿 路 性 器 外 奇 形 が

見 られ,珍 ら しい も の で は 非 変 位 腎 の 発 育 不 全

の 報 告33)も あ る.後 天 性 合 併 症 と し て は 変 位 腎

の 水 腎 症28・29・30・33・38).腎 出 血51).結 核S5)等 の

他,非 変 位 腎 の 水 腎 症19・44).結 核31}.萎 縮 腎SS》

が あ る.ま た 妊 娠 時 イ レ ウ ス 症 状 を き た した 症
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例47)や 卵 巣 嚢 腫 と 誤 っ て 融 合 腎 全 体 を 摘 出 し

て 無 尿 と な り 死 に 至 ら し め た 症 例39}も あ る.

FetterandSmith7)の い う ご と く,骨 盤 腔 内 の

腫 瘤 の 診 断 に は 泌 尿 器 科 医 も 積 極 的 に 介 助 し

て,い や し く も 試 験 的 開 腹 か ら す ぐ 腫 瘤 の 摘 出

と い う よ う な 安 易 な 態 度 を 取 る べ き で は な い.

IV結 語

右 下 腹 部 腫 瘤 を 主 訴 と し て 来 院 し た57才,男

子 で 腎 孟 撮 影 法,右 腹 膜 腔 気 体 撮 影 法,大 動 脈 撮

影 法 に 基 い て 右 融 合 性 交 叉 性 腎 変 位 と 診 断 し た

1例 を 報 告 し た.と く に 大 動 脈 骨 撮 影 法 で は 右 方

へ 転 移 し た 左 腎 へ の 腎 動 脈 は 左 総 腸 骨 動 脈 よ り

分 岐 し,そ の 末 梢 血 管 像 よ り 融 合 性 と 判 断 し た.
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